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小田急線玉川学園前駅から大学
へ向かうと真っ先に目に飛び込
んでくる、印象的な外観。右が
大学教育棟 2014、左が朔風館
の建物。

町田市、横浜市、川崎市の三市に
またがる61万平方メートルの広
大な敷地内に、幼稚園から大学、
大学院、研究機関までが揃った
一体型キャンパスだ。

正門に近く、多くの学生の通り道になっているという
立地もあり、行き帰りに利用する学生も多い。利用し
やすいよう、開館時間は8時30分から21時までと長い。

大学教育棟 2014の1階から4階までは「教育学術情報図書館」。
自学自習の基盤施設、知識の集積地としての図書館機能と、知識
の交流スペースとしてのラーニング・コモンズを配置。

玉川大学
「大学教育棟 2014」「朔風館」

新世紀のキャンパス

Campus of New Century
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ラーニング・コモンズでそれを他者と
共有、5・6階の講義室でさらに学修を発
展・進化させていくといった具合に、全
館の設備が推進したい学びのサイクル
そのものになっているのだ。

施設の中で特徴的なのは、日本最大
規模の85万冊をICタグで管理する自
動書庫だろう。学生は館内各所に設置
されている自動貸出機から、IC学生証
を利用していつでも簡単に本を借りる
ことができる。これにより利用者の時
間を節約し、学修に充てる時間を多く
することを狙っている。また、機械化・
自動化で書架スペースが削減されたこ
とで、図書館の座席数は収容定員の約
15%に当たる1040席を確保することも
できた。ラーニング・コモンズは、グル
ープワークやプレゼンテーションなど
様々な形態の学修環境に加え、プロジ
ェクタやホワイトボード、模造紙のほか
電源も自由に使え、飲み物の持ち込み
もOK。学生が8時間滞在することを
前提に、建物4階にはカフェ、隣接する
朔風館には食堂も併設するなど、利用
しやすさを追求した設計となっている。

さらに、学修をより有意義なものにす
るための仕組みや工夫も行われている。
その一つが、授業外学修まで含めたシラ
バスの設計だ。単位の実質化を図るに
は、1時間の授業に対して2時間の授業

外学修が必要である。そのため、授業
だけではなく予・復習を含めた形で学修
指導書を兼ねたシラバスを用意。時間
割も、授業間にできるだけ空きを作り、
その時間を授業外学修に充てられるよ
う設計されている。また、この場で出て
きた疑問はすぐに解決できるように、
アカデミック・スキルズのサポートを中
心とした専門スタッフが常駐している。

利用開始から半年、図書館の利用者
は2.2倍、貸出冊数は1.5倍に。ラーニ
ング・コモンズも連日多くの学生で賑わ
い、人気の設備は予約しないと利用でき
ないほどだ。活用が進んだ理由を大学
は、「この建物ができたことで、学生は自
分たちは大学から大切にされている、思
い切り学ぶことを奨励されているという
自覚を持ったからではないか」と見てい
る。大学の様々な仕掛けや工夫を学生
が自分自身のものとして受け取ったか
らこそ、積極的に活用し始めているので
はないかと。今後は、この学修空間を利
用し、アクティブ・ラーニング導入授業を
現在の2割から4年以内に8割まで高め
ていく予定だという。また、英語に特化
したアクティブ・ラーニング施設を来年4
月にオープンする計画だ。玉川大学の、
大学教育の質保証に向けたチャレンジ
の成果に、今後も注目していきたい。

（本誌　林 知里）

玉川大学は、文・理合わせて8学部
17学科に7500人が学ぶ総合大学。そ
の正門を入ったところに昨年4月にオ
ープンしたのが、「大学教育棟 2014」と

「朔風館（食堂棟）」だ。コンセプトは、「学
生が1日8時間滞在し、快適に学べる空
間」。ここには、玉川大学の理念と、目指
す教育への強い思いが込められている。

玉川大学は、2011年度に策定した
「Tamagawa Vision 2020」をもとに、大
学教育の質保証に取り組んできた。基
盤となったのは、大学設置基準で求めら
れている単位の考え方の遵守だ。授業
と授業外学修を合わせて1単位45時間
の学修時間が定められており、4年間で
124単位取得するには1日8時間の学修
が必要となる。また、学問の高度化や産
業構造の変化を背景に、教育理念とし
て“21世紀社会を支える高次汎用能力
を備えた人材育成”を掲げ、アクティブ・
ラーニング等を活用した学生の主体的
な学修を促進してきた。これらの実現
のためには、学生が主体的に学修でき
る・したくなる環境をつくることが必要
と考え、「大学教育棟 2014」を建設した。

学内で最大規模となったこの建物
は、いくつかの機能の複合施設となっ
ているが、そのゾーニングは周到に設
計されている。1・2階の個人学修用ス
ペースで集中して自学自習し、3・4階の
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「大学教育棟 2014」と渡り廊下で結ばれた「朔風館」には、学生食堂やテイクアウトができるカフェを併設。

個人学修用のスペース「Cubicle」。教育学術情報図書館の各種設備の中でも最
も人気が高く、日中は96席がほぼ満席、試験期間中は1回2時間の予約もできる。

ファミレスなどでよく見かけるダイナー型の4人席も人気。ホワイトボード等も
使いながら、グループワークを進める姿が多く見られた。

3階にあるアカデミック・スクエアでは、学生によるプレゼンテーションのほか、各
種講座やイベントも実施。通りかかった学生が興味を持って参加するなど、偶然
の出会いから興味が広がるスペースとして機能している。

3・4階のラーニング・コモンズの人気の高さは、用途・目的に応じて使い分けられる柔軟
性。取材当日も、700席以上ある座席は9割がた埋まり、多くの学生で賑わっていた。

学修支援サポート・デスクには、レポー
トや資料収集など適切な学修法を指導
する専門スタッフが常駐、学生の疑問に
その場で答える。常駐するスタッフは、
専門の教員が中心となっているのも特徴。

85万冊の蔵書をICタグで管理する自動書庫。これにより、以前は閉架書庫の利用申請から出庫
までおよそ1日かかっていた時間が、約5分程度に短縮された。

学生は館内各所に設置されている自動貸出機で必要な情報を検索し、
学生証（ICキャンパスカード）でいつでも簡単に本を借りることができる。

http://souken.shingakunet.com/college_m/
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